（様式３）
日中サービス支援型指定共同生活援助　事業評価シート

	設置主体
	名称
	株式会社UNIS
	報告日
	　　令和7年12月26日

	
	所在地
	鹿児島県霧島市隼人町真孝870-3
	
	

	事業所
	名称
	障がい者グループホーム　ユニテラスはやと
	評価日
	　令和8年3月11日

	
	所在地
	鹿児島県霧島市隼人町真孝870-3
	
	




	事業所の運営方針
	(運営規程の抜粋等を記入)
1 　事業所は，利用者が地域において共同して自立した日常生活又は社会生活を営むことができるよう、当該利用者の身体及び精神の状況及びその置かれている環境に応じて、共同生活援助において相談その他日常生活上の援助を適切かつ効果的に行うものとする。
2 事業の実施に当たっては、関係市町村，地域の保健・医療・福祉サービス機関と連携を図り、総合的なサービスの提供に努めるものとする。
3 事業所は、利用者の人権の養護、虐待の防止等のため、必要な体制の整備を行うとともに、従業者に対し、研修を実施する等の措置を講ずるものとする。
4 前３項の他、関係法令等を遵守し、事業を実施するものとする。

	事業内容
	○事業所開設日　令和7年6月1日
○配置職員数　　管理者１人、サービス管理責任者１人、世話人９人、生活支援員　４人、
夜間支援従業者７人
○利用定員　　共同生活援助　２０人、短期入所定員４人　　
○利用者数　　　１５人
内訳　障害支援区分　非該当　０人、区分１　０人、区分２　０人、区分３　９人、
区分４　２人、区分５　３人、区分６　１人
　　　　年齢　　　　　29歳まで　０人、30歳代　　４人、40歳代１人、
50歳代　　４人、60歳以上　６人　　



	項目
	評価の視点
	事業所記入欄（具体的な内容）
	協議会記入欄（要望、助言、評価）
【問題がない場合は☑にチェック】

	地域に開かれた運営
	実習生やボランティアを受け入れているか。
	（受入人数)　
　　２人/年間
（受入事例）
・誕生日会やクリスマス会等のイベント時にボランティアによる演奏会を開催
・感染症の状況によっては受入れを検討
	☑　問題なし

	
	地域住民との交流の機会が確保されているか。
	（交流機会の事例）
・地域住民も参加可能な行事に参加
（文化祭、フリーマーケット等）
・地域住民（町内会長や民生委員等）を含めた運営推進会議の開催

	☑　問題なし

	短期入所の併設
	地域で生活する障害者を積極的に受け入れているか。
	（利用者数)
14人/年間
利用日の希望が重ならない限り、積極的に利用者を受け入れる。
	☑　問題なし

	
	緊急的利用のニーズに対応しているか。
	（緊急受入人数)　
４人/日
（緊急受入事例）
「今日利用したい」などの緊急的な利用が数回ありました。短期入所が4部屋あるため、空きがあればお受入れが可能です。
	☑　問題なし
委員：受入れ可能な障害者の障害種別は？
事業所：身体、知的、精神、難病の方対象になっている。
委員：短期入所の定例的な受入れの部分と緊急的利用の対応の部分で、年間14人と、緊急の方は4人となっているが、延べ人数か。
事業所：はい、契約者数が14名。月によって変わるが、五、六名の方が定期的に利用されている。残りの方は、その都度家族の都合などに合わせて、月に1回とか、半年に1回程度使われている。



	項目
	評価の視点
	事業所記入欄（具体的な内容）
	協議会記入欄（要望、助言、評価）
【問題がない場合は☑にチェック】

	常時の支援体制
	日中、土日を含めた常時の支援体制の確保
	（体制等事例）
・土日祝日問わず、24時間365日の職員の配置。
・日勤帯には看護師を常時配置。
	☑　問題なし

	支援の実施
	重度化・高齢化等で日中をホーム内で過ごす利用者への支援はどのようにしているのか。
	（支援内容の事例）
・入浴、排せつ（オムツ交換等含む）、食事介助
・洗濯、炊事、掃除等の支援
・医療機関等との連携（訪問診療・訪問看護等）
	☑　問題なし

	
	利用者が充実した地域生活を送るため、外出や余暇活動等の支援に努めているか。
	（外出や余暇活動の事例）
・季節ごとのイベント（クリスマス等）
・創作活動や各種体操等のレクレーション
・買い物支援
	☑　問題なし

	
	支援の質の確保に努めているか。(資格取得、研修等)
	（取得した資格、参加した研修名とその人数等）
・職員会議（月1回）：全職員
・身体拘束・虐待防止研修：全職員
・感染対策研修：全職員
・BCP・災害対策研修：全職員
・ハラスメント研修：全職員
・接遇研修：全職員
・介護福祉士実務者研修：1名
	☑　問題なし
委員：虐待防止について、もし事案が発生した場合の内部調査や対応体制はどのようになっているか。声を上げられない方への対応が難しい部分があるが。
事業所：発生した場合は、事実確認を行った上で委員会を開催し、再発防止や研修等を通じて対応していく指針を作成している。
委員：精神科病院等では県の虐待通報窓口に電話できるシステムがある。グループホームにおいても声を上げられない方への対応をお願いしたい。

	
	体験的利用のニーズに対応しているか。
	（体験利用人数)　
１４人/年
（体験利用の事例）
入居後の行き違いがないように、体験利用をしてからの入居を推奨している。施設での生活スケジュール、設備の確認、入居者様同士のコミュニケーション等を確認していただく。
	☑　問題なし




	項目
	評価の視点
	事業所記入欄（具体的な内容）
	協議会記入欄（要望、助言、評価）
【問題がない場合は☑にチェック】

	適切な支援の提供
	指定計画相談支援事業者を別法人等で確保しているか
	（別法人等の指定計画相談支援事業所の確保）
別法人等の計画相談の確保（ １４  ）人中(　１４　)人

（確保している主な計画相談事業所）
相談支援事業所を利用している方は、引き続き利用を行うが、それ以外の方については、相談支援事業所を紹介する。
	☑　問題なし

	その他
	事業所で上記の項目の他、又は独自で取り組んでいることはあるか。
	（取組内容等）
・日中は入居者様とカラオケや映画鑑賞を行い余暇活動を楽しんでいる
・管理者が作業療法士の為、日常のリハビリ訓練等を行い、ＡＤＬの向上につなげる。
・就労支援事業所に通うための練習（施設内で作業をする）を実施
・外食の提供（ハンバーガー・お寿司等）
・利用者・介護者の負担軽減のため、自動洗身機能付きの機械浴を設置
・快適な生活の実現のため、居室ごとにトイレを設置（一部トイレなしの居室あり）
	☑　問題なし

	協議会からの要望・助言への対応（2回目以降）
	要望、助言に誠実に対応しているか。
	（要望・助言の内容及びその対応）
・区分５区分６の方を受け入れるので、夜間の看護師の配置も検討されてはどうか。
⇒２４時間看護師を配置できるように看護師の募集をしており、現在は月の2/3以上は２４時間体制で看護師の配置ができている。今後は看護師の加算を取り、より手厚く看護師の配置ができるようにしていく。
・風呂と日中の活動が可能なのか。
⇒午前中に入浴や洗濯、掃除を行い、午後に活動を取り入れており、時間を分けて対応している。
	☑　問題なし



